
回 回

第１ 第１６

第２ 第１７

第３ 第１８

第４ 第１９

第５ 第２０

第６ 第２１

第７ 第２２

第８ 第２３

第９ 第２４

第１０ 第２５

第１１ 第２６

第１２ 第２７

第１３ 第２８

第１４ 第２９

第1５ 第３０

到　達　目　標 評　価　方　法
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３S
科　　　　　　目　　　　　　名

　応用物理学Ⅰ　：　Applied Physics　Ⅰ

教　員　名 増山　和子： MASＩYAMA Kazuko

科目区分 授業形態単位 授業時間

授
業
概
要

古典力学は私たちの身の回りで起こる物体の運動を、微積などの数学的手法を使って体系的に取り扱う学問である。
この力学の法則及び基本的な概念を理解し、例題演習により具体的な問題に適用することを通じて、種々の等加速度直線運動、 放物運動、円
運動、振動、衝突現象いろいろな運動を理解し、運動方程式やエネルギー積分や保存則、質点系の運動を取り扱う能力を養う。

単振動と仕事、エネルギー保存の基礎につい
て、まとめ及び理解度を確認する。

１）　速度、加速度、力の釣り合いを理解できる。
２）　運動方程式をたて、解くことができる。
３）　放物運動、等速円運動、万有引力、振動現象を理解できる。
４）　エネルギー保存則、運動量保存則を理解できる。
５）　質点系の力学、剛体を理解できる。

①中間試験（４０％）、②期末試験（４０％）、③物理到達度試
験（１０％）、④レポート（１０％）により評価する

学習・教育目標 (A) ＪＡＢＥＥ基準１（１）  

内　　　　　　容

単振動　① 単振動の現象および数学的基礎を説明する。

運動方程式
③

運動方程式
②

 さまざまな例題で運動方程式を理解する。
エネルギー保
存則　①

エネルギー保存則について説明する。

基礎事項の復
習

 等速運動、等加速度運動について復習する。 単振動　②
バネや振り子の単振動の運動方程式を説明
する。

速度と加速度
微分を用いた瞬間の速度、加速度について説
明し、例として等速円運動する物体の速度と
加速度を取り扱う。

単振動　③
例題の提示および、演習を通じて単振動の理
解を深める。
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項　　　　目

衝突現象を例として、運動量保存則を理解す
る。

 数学的準備

例題演習および、 エネルギーが保存されない
場合について説明する。

総合問題演習
総合的な例題演習により運動方程式の理解
を深める。

質点系の力学  質点系の重心と運動方程式を説明する。

中間まとめ

自学自習の内容 課題として演習問題を示す。レポート課題を課す。

運動量保存則
①

質点系の運動量、運動量保存則について説
明し、例題を通して理解する。

 放物運動②
速度に比例する抵抗力が働く落下運動を説明
する。

運動量保存則
②

 仕事の定義を説明し、例題演習を行う。

運動方程式
①

力が一定の場合の運動方程式の立式と解法
を説明する。

仕事　②
仕事とエネルギーの関係を説明し、例題演習
により理解を深める。

仕事　① 力
自然界でのいろいろな力と力の釣り合いを説
明し、例題演習により理解を深める。
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項　　　　目 内　　　　　　容

総合問題演習 総合的な例題演習により理解を深める。

 放物運動①
 運動方程式の例として、放物運動を説明す
る。

 運動方程式の積分による解法を説明する。

座標系、ベクトルとスカラー、単位、微分積分
などの復習と演習を行う。

中間まとめ

 万有引力
万有引力と惑星の運動などについて説明す
る。

総合的な例題演習により理解を深める。

 まとめ  全体の学習事項のまとめを行う。 まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また授業評
価アンケートを行う。

総合問題演習

基礎物理学（原　康夫著・学術図書出版社）

参　考　書

力と運動方程式について、まとめ及び理解度
を確認する。

エネルギー保
存則　②

最終回に授業評価アンケートを行う。
副担当教員

 等速円運動
等速円運動の運動方程式を説明し、例題およ
び演習により理解を深める。

剛体の力学
角運動量、剛体の並進及び回転運動につい
て説明する。

物理の基礎（長岡　洋介、東京教学社）

授業評価・理解度

見かけの力  非慣性系の運動方程式を説明する。

吉田
備　　考 まとめおよび問題のプリント資料を併用する

関連科目 物理A,B　基礎数学、解析、代数

教　科　書


